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CM1．O1．0 1．O 1．O 1．0 1．0 1．O 1．O 1．O 1．O 1．0 1．O ユ．0
CM1．11．1 1．1 1．O 1．0 1．0 1．O 1．O 1．O 1．O 1．0 1．O 1．O
CMl．21．2 1．2 1．1 1．0 1．O 1．O 1．O 1．O 1．O 1．O ！．O ！、1
CM1．31．3 1．3 1．2 1．1 1．O 1．o 1．o 1．O 1．o 1．o 1．1 1，2
CM1．41．4 1．4 1．2 1．1 1．0 1．0 1．O 1．O 1．O 1．0 1．1 1．2
CM1．51，5 1．5 1．2 1．1 1．O 1．O 1．O 1．0 1．o 1．O 1，1 1．3
CM1．61．6 1．6 1．3 1．1 1．0 1．0 1．O 1．O 1．O 1．O 1．1 1．4
CM1．71．7 1，7 1．4 1．1 ！．O 1．o 1．o 1．o 1．o 1．O 1．1 1．4
CM1．81．8 1．8 1．4 1．1 1．O 1．0 1．C 1．O 1．O 1．1 1．2 1．5
CM2．O2．0 2．0 1．6 1．2 1．O 1．o 1，o 1．O 1．O 1．1 1．3 1，7
CM2．22．2 2．2 1．8 1．3 1．o 1．O 1．O 1．0 1．0 1．1 1．4 1．9
CM2．42．4 2．4 1．9 1．4 1．O 1．O 1．o 1．O 1．0 1．1 1．6 2．0
CM2．62，6 2．6 2．1 1．6 1．C 1．0 1．o 1．0 1．O 1．2 1．7 2．2
CM2．82，8 2．8 2．2 1．7 1．o 1．O 1．o 1．0 1．O 1．2 1．8 2．4







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































蒸発ハターン 観　　測　　所 1月 2肩 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 ○月 11月12月平均年蒸発量 適　用　河　川
北海道A 旭」■1，岩見沢，札幌 （20〕 （21） （27） 51 70 68 71 64 50 （32） （27〕 ｛25） 526石狩川
B 旭」ll （18） （19） （25〕 35 63 65 74 67 48 30 （31〕 （23） 498天塩川
C 帯広，釧路，広尾 （2ユ） （21〕 （26） 56 72 59 58 57 53 42 33 （38〕 526十勝」■1，阿剰■1，釧路／■i
D 寿都，森 （26〕 （26〕 （30） 64 85 77 78 80 69 54 30 （29） 648後志利別川
E 苫小枚，浦河 （24〕 （25〕 （28） 48 63 56 55 58 61 49 35 （28） 530鴎」■1，沙流」■1
F 網走，紋別 （21） （20〕 （25） （58） 77 63 65 58 57 45 31 （25） 545網走」■1，常呂川，湧別川，渚滑川
東　北A 深浦，秋田，新庄，山形 18 24 38 64 84 77 79 90 63 42 27 19 625岩木j■1、米代川，雄物川，最上?
B 盛岡、仙台，福島，白河 26 32 49 71 83 73 73 81 57 42 31 25 643北川，江合川，鴫瀬川，名取■1，阿武隈川
北　陸A 富山，金沢，福井，高山 19 27 42 63 80 76 90 99 63 47 29 20 655黒部川，神通1il，庄川，小矢部■1，手卿11，九頭竜川
B 長野，松本，会津若松，新潟 27 30 43 70 85 83 90 10669 47 30 22 702 言濃」■1，阿賀野川
関　東A 白河，水戸 34 38 54 70 73 66 72 82 56 42 33 31 651久慈」■1，那珂川
B 中宮詞，秩父、前橋，宇都宮 41 46 61 68 73 65 72 80 54 42 36 37 675利根川，荒川，多劇■1
C 甲府，船津 42 44 61 70 80 73 90 99 64 47 36 37 743富士川，相模」■1
中　部A 津 46 48 62 72 79 80 10011574 60 47 42 925宮川，雲出■1，鈴鹿111
B 名古屋，浜松，静岡，岐阜，飯田，諏訪 38 43 63 74 81 82 9610771 60 41 35 791木曽」■1，天竜」ll，大井111
C 名古屋，浜松 42 46 67 72 79 79 91 10672 60 45 39 798庄内川，矢作川，割11
D 三島 42 45 62 70 76 78 8910371 53 39 36 764 守野川
近　畿A 和歌山，潮岬，尾鷲 51 53 69 73 78 81 10211477 65 49 48 860紀の川，新宮」■1，古座川
B 奈良，大阪，京都，姫路 27 30 45 62 73 74 93 10868 50 32 26 688大和川，猪名111，武劇11，加古，1，市川，揖保」■1，木潮11
C 豊岡，舞鶴 24 26 46 69 83 79 99 10967 49 30 23 704円山111，由則■1
D 彦根，京都 24 27 41 56 67 69 84 97 63 47 30 22 627淀川（木潮■1を除く〕
中　国A 津山，岡山 30 33 52 63 78 73 87 ユ03 68 53 33 27 700吉井川，旭川，高梁川，太日ヨ川，錦川
B 松永，呉，広島，防府，下関 37 40 62 65 80 75 96 10975 64 44 36 783沼田川，小瀬川，佐波川，厚東川，木屋」ll，黒瀬川
C 鳥取、米子，境，松江，浜田，萩 24 27 47 60 79 74 91 10668 54 36 27 693阿武」’1，江の川，神戸川，高津川，斐伊川，日野川，千代川
四　国A 高松，松山 39 43 63 68 82 81 l0511277 62 41 34 807肱川，重信川、綾1■1，香菓川
B 徳島，高知 40 45 64 63 78 70 92 10676 69 50 41 794吉野川，郡割■1，物部川，仁淀川，渡111
九　州A 福岡，佐賀，飯塚，日田 29 35 57 61 80 76 98 10074 60 39 30 739遠賀』■1，山副Il，松浦川，本明川，筑後川，矢部川
B 大分，延岡 45 45 66 61 72 65 100 93 72 67 48 42 776大分111，大野111，番匠川，五ヶ瀬」ll
C 長崎，熊本，人吉 31 39 64 66 82 77 10210484 67 44 33 793菊地1■1，自」■1，緑川，球磨j■1
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地区 くO．30 ＜O．40 ＜O．50 ＜O．60 の平均値
北海道 1 9 7 3 4 O．406
東　北 5 12 6 1 0 0．354
北　陸 6 5 1 2 O 0．334
関　東 4 10 2 2 1 O．368
中　部 5 8 2 3 0 O．370
近　畿 3 4 2 6 5 0．452
中　国 1 9 6 0 1 0．398
四　国 1 4 6 3 1 0，446
九　州 7 14 7 3 1 0．353
・全　国 33 75 39 23 13 0．390
183個所





















CM CPCP・CM 平均標高 〃私。〃H。。 〃H。。
（m） （m）
北海道 2．251．142．59 604 170 0．28
束　北 1．661．141．89 741 210 0，27
北　陸 1．261．251．581，069 508 0，43
関　東 1．411．05！．48 975 489 0．50
中　部 1．341，171．57 822 387 0，47
近　畿 1．341．021．37 527 255 0．47
中　国 1．4！ 1．011．42 524 242 0．45
四　国 1．251．101．38 716 238 O．33
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I型 II型 m型 IV型 V型 合　　言十
個所（％）
北　海　道 7（29） 9（38） 3（13） 2（7） 3（13） 24（100）
束　　　北 2（8） 2（8） 12（50） 4（17） 4（17） 24（100）
北　　　陸 8（57） 2（14） 3（21） 1（8） 0（0） 14（100）
関　　　東 6（32） 3（16） 8（42） 2（10） 0（0） 19（110）
中　　　部 2（11） 9（50） 3（17） 2（11） 2（11） 18（100）
近　　　畿 2（10） 3（15） 5（25） 4（20） 6（30） 20（100）
中　　　国 0（0） 3（18） 7（41） 4（23） 3（18） 17（105）
四　　　国 0（O） 2（13） 5（33） 8（54） 0（0） 15（100）
九　　　州 10（31）12（38） 6（19） 2（6） 2（6） 32（100）
37（20）45（25）52（28）29（16）20（11）183（100）
計
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出力である流出量の変動性を最大流出量Q㎜、と最小流出量Qmi、の比εで表わし，εの小な
る程流出モデルの保水機能が大であるとした．具体的には，降水パターンはmm／月単位で，
100，50，100，500，100，50の繰り返しパターンを用いた．εは，定常的な最大・最小流出
量の比（ε＝Qm、、／Qmi、）をとった．計算結果は図9に示す如くであり，分類は一応εの区切
の良い数値で，I型は2くε＜3，II型は3≦ε＜4，III型は4≦ε＜5，IV型は5くεく6，V
型はε》6とした．各型の中に含まれるモデノレは，εの小さい順にI型は101から107，II型
は201～205と云うように番号を付した．
　次に各流出モデル毎に地域別該当流域を示したのが図10である．表6には，地域別，類型
別の集計を示す．以上の結果を総合して以下のことが明らかとなった．
（1）保水機能の大きいI，II型に属する月流出モデルは，北海道，北陸，関東，中部及び九
州に多く，保水機能の小さいIV型V型は，近畿，中国，四国地方に多く分布している．即ち
第四紀火山噴出物の分布する地域と，花闇岩類及び中・古生代の地質分布の地域に，I・II
型及びIV・V型がおおよそ対応していることから，地域の地質条件により月流出モデルの型
をある程度推定することができるとみられる．
（2）しかしながら，上記に反した事例もいくつかみられる．例えば淀川のように，地質条件
としては保水性の小さい地域でありながら，琵琶湖の貯水機能によってI型に属しており，
富士川は地質条件からみればI型に属するのは不自然の感もあり，盆地構造が何らかの貯水
機能を有しているのかも知れない等，更に詳細な検討の要がある．
（3）河川別に流域の地質条件と月流出モデルの対応が明瞭に現われている事例は多いが，そ
の典型的なものとして，川内川と大淀川の例を掲げることができる．川内川は，上流吉松の
流域から下殿，斧淵と下流に行くに従って火山性の地質の割合が減少するが，それに伴って，
月流出モデノレは102，103，203と変化している．大淀川は本川流域と支川本庄川の流域は，
地質条件が全く異なり，本川は火山性地質でモデルは102であり，本庄川は，古第三紀の砂
岩泥岩等の地質が主体で，綾南ダム302，嵐田303，綾北ダム501であるが，合流後は柏田で
102となり，流域面積の大きい本／Ilに流況は支配されている．
　以上から，地質条件と月流出モデルの対応は，かなり定量的に求めることができるのでは
ないかと期待されるので，更にこの点を明確にした上で，特殊条件の場合を考察することを
考えている．
4．　おわりに
本報告の範囲は，流域の月単位水収支モデルを解析し，その最適モデルを確定することに
より，流域の水文特性を明らかにすることにあったが，融雪モデルの詳細な吟味，月流出モ
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デルと流域の地質条件等の対応については，今後に課題を残している．しかし，全国的な規
模でマクロ的に流域の水文特性を明らかにすることでは，かなりの成果を得たと考える．
　今後は上述の課題を解析すると同時に，確定した水収支モデルを便って，各河川流域の水
収支，及びその変動性等に関する解析の進め，我国の水資源の賦存量と問題点のマクロ的価
評を行うこととしている．
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